
算数科学習指導案
単元名「順序よく整理して調べよう」

平成３０年１０月３０日（火）第２校時 ６年松組教室
６年松組 指導者

Ⅰ 授業改善の視点
順序について、落ちや重なりのないように調べることのよさを話し合う活動をすれば、図や表などに整理し

て表すことが有効であることに気付き、筋道を立てて考えていくことにつながるであろう。

Ⅱ 本時の学習 １／６
＜ねらい＞
・順列について、落ちや重なりのないように調べる方法を考える。

学習活動 指導上の留意点
１ 既習内容の復習をし、本時のめあてを設定す
る。（７分）
Ｔ：順序よく整理するために使ってきた方法は、

どんなものがありましたか。
Ｓ：グラフや表や図です。 ・事前のアンケート結果を提示し、既習内容（表）や
Ｔ：アンケ－ト結果の表や図のよいところは、ど 新出の樹形図のヒントとする。

こでしょう。数えられていない人はいるかな。
Ｓ：わかりやすいです。クラスの様子が分かりま

す。合計が３５なので数え忘れがないです。
問題 ４種類の乗り物に乗る順序は、何通りあ

りますか。
Ｔ：アトラクションが２種類のとき、乗る順序は ・記号化のよさに 気付けるようにする。

何通りでしょう。理由は・・ ・観点(どこに視点を合わせるか、この場合は始めに乗
Ｓ：２通り。片方が先でもう一つが後とその逆。 るアトラクション)という点を押さえながら、児童の
めあて 順序を調べるには、どうしたらよいだ 考えた表現方法を黒板に書かせ、樹形図につながる
ろうか。 ように－を付けると見やすいことを確認する。

２ 個別に課題を追求する。（８分） ・机間巡視をしながら、今、気を付けていることがあ
Ｔ：正確に調べるために参考になる方法は黒板に るか、①アトラクション名を記号化しているか、②

ありますか。 表にまとめようとしているか、③樹形図を用いてい
Ｓ：表にしてみようかな。 るか等をチェックする。
Ｓ：図で書きます。 ・つまずいている児童には、表や樹形図のヒントプリ
Ｓ：どうに書けばいいのかな。 ントを使わせる。
３ 追究したことをグル－プ、全体で比較・検討 ・全員が自分の考えを話せるようにいつものペア（グ
する。（20分） ル－プ）で、話し合わせる。板書用の発表のカ－ド
Ｔ：どうやって調べたか、近くの友達と伝え合い に書きながら話し合うように促す。

ましょう。 ・表、樹形図、全部書き出す等の考えが出るように、
Ｓ：全部書きました。２４通りです。 計画的に黒板に貼らせる。出ない場合は、予め用意
Ｓ：表にしました。６×４＝２４ ２４通りです。 したものを貼る。
Ｓ：線でつないで書いてみました。(樹形図) ・「樹形図」という名前を知らせる。

６×４＝２４ ２４通りでした。 ・順列の計算式で求めている児童がいることも想定す
Ｓ：計算しました。４×３×２×１＝２４ ２４ る。

通りでした。
Ｔ：自分たち以外の(黒板に貼った)発表用のカ－ ・友達の考えを自分なりの言葉で説明させるようにす

ドのやり方を説明してくれる人はいますか。 る。
調べ方のいいところがありましたか。

Ｓ：(全部書き出し)全部書き出しているから大変
でした。

Ｓ：(表にまとめる)わかりやすいです。間違いが 【評価方法】考（観察・発言・ノ－ト）
少ないです。 順列について、落ちや重なりがないように、観点

Ｓ：(樹形図)同じアトラクションは省略できるか を決めて、記号化したり、図や表を用いたりして、
ら、分かりやすいです。 順序よく筋道立てて考え、調べている。

Ｔ：他の問題を解くとき、使いたい調べ方はあり ・いつでも自分の問題解決に活用できる方法の手立て
ましたか。 が持てるようにする。

４ 学習のまとめをする。（３分）
まとめ 観点を決めるとよい。順序よく並べ ・観点という言葉は押さえ、児童の言葉を使いながら
たり、樹形図や表にまとめる。 まとめる。

５ 同様な問題に取り組む。（５分）
１，２，３の３枚のカ－ドを並べて、３けたの ・より簡単な問題で自信につなげるようにする。
整数を作ります。作れる整数は何通りあります
か。

６ 学習を振り返る。（２分） ・小幡小②の観点に注目するようにする。
Ⅲ 板書計画

（ 略 ）


